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はじめに
金沢大学計算機センターを利用する際に知っておいて頂きた
いことをまとめたものです。同時にセンターを有効に利用して
いただきたいものです。
絲絲表紙の説明螂継
｢思考｣は，中川学長が計算機センターの開所式の為に，又
｢金沢大学計算機センター｣は玄関のプレートのため御揮
毫頂いたものです。又，これまでの広報を思考に改めまし
た。
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金沢大学所蔵コンピュータ関係雑誌目録について
学長中川善之助
一言ご拶挨申し上げます。
Franceの哲人は「人間は考える華だ。」と申しました。まことに考えるということは人間
に与えられた股もすぐれた能力、若しくは性能であります。この性能を使って、人間は人間以
外の動物を含めた意1床での自然を開発し、利用し、また時には,考え至らずして自然を破壊する
のです。Computerも思考が産んだ最もすぐれた産物の一つといえます。今まで人の手で十日
も二十日もかかったような計算が１－２分(minutes）で出来るというのですからたいしたこと
です。
しかし、AmericaのLeoCherneは蝋Computerはｉｎｃｒｅ－ｄｉｂｌｙにspeedとaccuracy
を持っているが，しかしまたstupidである。これに対し，人間はunbelievablyにｓｌｏｗで
imaccurateであるが，しかしそれにも拘わらずbrilliantである。噸といいました。そもそも
何がこののろまで不確かな人間をそれほど聡明な者にしたのでしょうか？それは要するに人間
は考える力を持っているからで．あります。千のRIctorでも､万のＤａｔａでもComputerはたち
どころに計算します。しかし，何を千集め，何を万計算させるかは人間がゆっくりと時間をか
けて考えた結果でなくてはなりません。人は考えるからこそComputerの上にあるのです。すな
わち迅速だが愚直なComputerと遅いが聡明な人間との結合によってのみ計算では量りしれな
い力が生まれるであります。かかる人間とComputerの結合の事を，先に引用したCherne
はつぎのようにいっています。
帆ＴｈｅｍａｒｒｉａｇｅｏｆｔｈｅｔｗｏｉｓａｆｏｖｃｅｂｅｙｏｎｄＣａｌｃｕｌａｔｉｏｎ⑪
ご発展を祈ります。
新時代の忠実な召し使い
計算機センター運営委員長金子曽政
この標題は私が北国書評グループの一員に強制加入きせられた７年前，股初に紹介した南派
宣郎箸「電子計算機」の原稿につけた見出しである。前迎営委圓長木羽先生と同じく化学系で
はあるが，私の方は大の化学嫌いで，ただ創設したばかりの応用化学科へ，第１回生として卒
業できるのがうれしくて入ったくちだし，同ヒエ科でも科学は製図と数字が苦手なのがliliって
いたので，個`性の弱い私などは惣ち同化し爾来数字から逃げまわっているのに電子計算機にか
かわり合わされたりするのだから世の中は残酷なものである。
南沢氏はあと三十年もすれば日本でも８千万台もの電子計算機が使われるとし，通訳用の,j、
型ものから流行や恋愛の相手の選別，それに芸術の分野でも９５％はfli子計算機でいけると，こ
の忠実な無機物の召し使いを従横に駆使する生まれながらの貴族となるわれわれ人類の理想郷，
コンピュートピアの華腿なビジョンをえがき出している。もっとも先日のセンター開所式
の青野氏の苦心談を聞いていると，機種の選別，業者の応答まではなかなかはじき出せないよ
うではあるが。
前のＮＥＡＣ－２２３０６別に使うつもりはなかったが，電子計算機にも理解をもって貰わ
ないと困ると考えたらしい他科の助教授が私の研究室員↓子無理やりと教えこんだ。麻薬みたい
なもので，若い人はすぐとびつき，夢中になり，通算機が故障を起すと禁断症状を呈するまで
になった。何台もある特装連乗型手廻し式を見向きもしなくなったのは気に入らないし，プロ
グラミングもあとへ必ず￥を書かなければならないのは何だか金でけりをつけるみたいで面白
くなかったが，とにかく計算がはかどり，それも手計算ではできないものが出来るようになっ
た。
１
まざまざと威力を見せつけられたわけである。
電子計算機が燦原の火のごとく広がることは間違いない。創造の場において人間に劣るとし
ても，正確さと早さとでは比較を絶する。与えられた枠内で，あるいは与えられた方向でしか
思考できない人間なら太刀打ちできなくなるかもしれない。もっとも電算機はわがままな正直
もので，教えられたルールに反する場合はエラーと出すが自分のエ合がわるくなければ黙っ
ている。やはり鵬視を怠ってはならないもののようである。よく性格をのみこんで，存分に実
力を発揮させたいものである。
ある回想
木羽敏泰
初代学長故戸田正三先生は衛生学の大斗であられた。この学問は医学に属してはいるが堆
礎，応用の科学の総合の上になり立つものであるほか，政治，継済，行政といった面への接触
も多い。この桃野の広い学問を専攻され，關キンシャツの発明など社会生活との関係も深い先
生を開設』91の学lj2として迎えたことは金沢大学が単にlBilill学校の巣りでなく，文字通り総合大
!γ:として育とうとするときにあたって，まことに人を得たと回想するのである。
先生は叱れまでに百打の酒を飲むと宣言され，たえずタバコを手にされるきわめて不摂生に
兄える術生2学者であったが老の一徹というか研究実施熊度については堅い見解を持っておらオし，
',pずらｵLることがなかった。折しも機関研究費，特別設備Yliなどが文部省から交付され始めた。
各1γ:杖はその要求に血道をあげて学長のところに陳'111jにおしかける。学長は大`学内で多くの研
究者が共lijjで利用できるものに重点をｉＨくべきだと;i1Aかれ，チームを作ｵL，学部，学科の蛾を
こえてlidじ装i【iや機器を利用するものはまとまってIll蛸をすべきだといわれた。
さてjilLよく予算が通ると今度はどの学部に護漣するかがi論争される。あるとき総』M:てず決着
がつかぬとき学瞳が現れて，大学で共同利用するｉｌ１ｌ定装抵は理!ｙ:部に撞くべきである。原理的
によく理解しないでただ道よしとして持っているだけでは本当の研究はできない。と見界を述べ
らオLた゜これに対して当時iWii名な医1毅部教授が研究者数の多いこと，使用類度の多いことなど
どを理由に反I術されたが，9戦長は自分の縫験からいえば真空管:が一つ切れても医：学部では修理
できないのではないか。現実に研究室を凡て歩くとi州imな機共が故|轍して研究寵にゴロゴロし
ているでないか、と痛いところをつかれた。
企iﾉ<大学の共ｌＩｉ]利用のプリンシプルはこのようにしてでき上って米た゜分光光度i汁,赤外線分光
器，発光分光分析装置などその都度全学委員長ができ共同利用の方法を討議したものである。
1ｕ丁．i汁算機は昭和３５年の概算要求にIljきれたものである。理学的に設置ざオLたのは上記の戸
[Ｕプリンシプルが現実的に行なわれていた時期であった。戸田学長は昭和36年１１月２０日、１１L算
機の予算が通ったことを'1Ⅱかれたあと大学病院で死去きれた。
理学部の中で全学共同施設として利用された旧電算機は中型機ＦＡＣＯＭ２０３－３５に
生まれかわってエ学部構内の計算機センターに移った。偉大な成優である。共同利用は全国的
な研究所といい，学内の施設といい，これの運営には並々ならぬ努力と忍耐と相互の敬愛と僧
緬を心要とする。委員のかたがたの御尽力に心から感謝したい。
｜日電算機委員会の規程によると理学部長が委員長をすることになっていた。従ってL４年間お
つき合いをした次第であI)，今や屑の荷を下して乞われるままに駄文をしたためた。．切に御発
展を祈ってやまない。
２
センターの利用手引き発行について
センター長平井英二
正絹にスコッチカード加工することによって，漏れない，汚れない，シミにならない着物が
出来るようになったのは１～２年前の出来事であり，ご婦人方の着物についての悩みを解決し
た画期的な開発といわれている。これは100年以上の伝統を持つ繊維メーカーの約５年間の研
究開発の結果だという。
コンピューターについてはペンシバニヤ大学で18,000個の真空管を使用して1946年に初めて
完成したものであり，その後にトランジスター，巣横回路の実用化にともなって，益々大出力
の集合体となり，現在に至っている。
以上の２例のうち前者は発展期１１１１の長いもの，後者は短lUIllI1のものを述べたが共通した事柄
としては過去100年間の技術上のテンポは現在の５年間と等価であるということである。換言
すれば使用しはじめたＦＡＣＯＭ－２３０－３５の計算機も５年後には゛こんな旧式のものを
よし使用している耐という時代が来るのではないかと,思う。これについては，運営･委員の皆
様がすでに考えており，また，考えなければならないと思う。
つぎに識柵会などの年間行ケジュールやセンター利用についての連絡が不十分であるので，
特にこれから使用される皆様に不便をかけているので，新しく計鰊機センターに衣更えしたの
を機会にこの'1,冊を作製したものである。また関係雑誌や図１１Fの一覧表を付加して研究に便利
なようにも心掛けたつもりである。
なお、これについては，図書館工学部分室湯浅氏のご尽力をいただきましたので，紙上をか
りてお礼巾し上げます。
３
1.金沢大学計算機センター利用規程について
（趣
第１条
旨）
この規程は，金沢大学計算機センター(以下｢センター」という。）規程第７条の規定に
基づき，センターの利用に関し必要な事項を定める。
（利用の目的）
第２条センターは，学術研究その他センター長が適当と認めるものであってその成果が公開
できるものに限り利用することができる。
（利用できる者）
第３条センターを利用することができる者は，次の各号に掲げる者とする。
１金沢大学の職員およびこれに準ずる者
２前号のほか特にセンター長が適当と認める者
（利用の申摘および承認）
第４条センターを利用しようとする者は，研究課題ごとに所定の申讃誓;をセンター長に提出
●
し，その承認を受けなければならない。
第５条センター長は，センターの利用を津s認したときは研究課題ごとに課題番号および登録
名を付してこれを申請者に通知するものとする。
第６条前条の通知を受けた者(以下｢利用者｣という。）は，その研究課題にかかる申請事項の
一部を変更しようとするときは，すみやかにセンター長に届け出てその承認を受けな
ければならない。
（利用者の義務）
第７条利用者は，その課題番号を他の目的に使用しまたは他人に使用させてはならない。
第８条利用者は，研究を終了しまたは中止したときは研究課題ごとにセンター利用の結果ま
たは経過をセンター長に報告しなければならない。
第９条利用者は，研究の成果を公表するときはその論文等にセンターを利用した旨を明示し
なければならない。
２利用者は、前項の論文等の写しをセンターに寄付するものとする。
第10条利用者は，センターの利用料金を負担しなければならない。
裁）
センター長は，この規程またはその細則に違反する者があるときはその者の利用の承
認を取り消しまたは利用を停止することができる。
（制
第11条
（細
第１２条
則）
この規程に定めるもののほかセンターの利用に関し必要な事項は，金沢大学計算機セ
ンター運営細則に定める。
付則：この規程は，昭和46年４月１日から施行する。
Ｉ


















